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デジタル機器の普及で世界の近視人口が増加し、特に
子どもの視力低下が深刻になっています。人口減少の局
面にある日本でも、コンタクトレンズ装用が低年齢化し市
場は微増傾向です。また高齢者人口が増加し、遠近両用
レンズの需要が高まる等、ニーズが多様化しています。一
方、プラスチックを取り扱うメーカーとして、環境問題への
対応も不可欠です。

シードでは、幅広い度数ラインアップや見え方、装用感、
ファッション性等、さまざまな視点からお客さまのニーズ
に応える商品を開発し続けてきました。国内一貫生産を
実現する鴻巣研究所から、高品質の商品をお届けしてい
ます。また、近視進行抑制、医療との融合、デジタルデバ
イスとの融合等、未来の「見える」に貢献するための研究
開発を強化しています。

シードは、ステークホルダーとの信頼関係の構築を最
重要項目としています。なかでも、大学や研究機関、他社
との協働による研究開発や人材交流を積極的に推進し、
さらなる価値を生み出しています。そのほか、お客さま・
株主・投資家・取引先等様々なステークホルダーと対話の
機会を設けており、それらを踏まえて、シードのあるべき
姿の実現のために、事業活動の改善を図っています。

シードの価値創造 ● 価値創造プロセス

日本のパイオニアとして常に新分野に挑戦し、
より多くの「見える」に貢献しています。

日本のシードから
世界のSEEDへ

ビジョン

重点施策
●世界展開
●生産体制強化
●商品開発
●新たな付加価値

中長期戦略

より多くの「見える」を
サポートする

多様な製品・
事業展開

シードの強み

強みを支える非財務資本

高品質な多品種
少量生産を実現する

Japan
Quality

未来の「見える」に
挑戦し続ける

積極的な
研究開発

少子高齢化をはじめ劇的に変化する
国内外のお客さまニーズを見据えて

これからの「見える」をカタチにする
専門総合メーカーとしての強みを活かして

シードは、使い捨てレンズの利便性やサークル・カラーレンズのファッション性等、市場ニーズに柔軟に対応し、
コンタクトレンズの可能性を追求してきました。これからも「見える」の課題に向き合い、新たな価値創造に挑み続けます。

国内市場シェア
10%
国内取扱
コンタクトレンズ商品
39種類

展開国
40カ国以上
研究開発比率
4.8%

生産能力
5,000万枚/月
外国籍社員
2.2％

外部環境の変化

●少子高齢化の進展

●人口減少の加速
近視人口の拡大

●世界経済の不透明感

●デジタル革新の加速

●就業意識の変化
（ワークライフバランスの
進展）

●気候変動問題の本格化

●海洋プラスチックごみ
問題の深刻化

●安定的なサプライチェーン実現

●安全・安心な製品・サービス提供

●世界中の人々のQOL向上

●視覚障がい者の自立支援

●視力矯正医療への貢献

●誰もが働きがいを持ち
  成長できる職場環境の提供

●脱炭素社会への貢献

●サーキュラー
  エコノミーの実現

ステークホルダーと協働し、
より多くの方々の「見える」に貢献

社会への創出価値

取引先

株主・
投資家

地域社会

政府・
自治体

お客さま

従業員

コンタクトレンズ事業

ケア用品事業

眼鏡事業
品質
人材
環境

ガバナンス

価値創造基盤
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